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議事(1) 事業地区の選定 
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２.事業候補地区の選定について 
議事(1) 事業地区の選定 

宅地液状化防止事業 候補地区選定要件 

１．液状化による顕著な被害の可能性が高いと判定された3,000㎡以上の一団の土地の区域で
あり、かつ区域内の家屋が10戸以上であること 

２．公共施設と宅地との一体的な液状化対策が可能であること 

地区毎に地域住民の意向を確認 
約2,900戸各地区において、被害の状況や要因、宅地液状化防止事業の特性等を地域住民と約
１年間、説明会・勉強会を通して協議を重ね、地区毎に意見をとりまとめ事業の方向性を決定 

－ 主な断念理由 － 
▬ ランニングコストの自己負担 
▬ 圧縮・圧密沈下の影響 
▬ 狭隘部の施工に伴う家屋被害の懸念 
▬ 個別対策済 
▬ 工事完了まで長期間に及ぶ事への懸念 
▬ 地域コミュニティ崩壊の懸念 
▬ 地価への影響、風評被害の懸念 

大部分の地区が
事業を断念 

 約9ヶ月間、地区毎に説明会等を実施 
 説明会は計14回、個別説明等を含めると計79回の地元協議を実施 

地区の住民に宅地液状化防止事業を理解いただくまで協議を実施 

宅地液状化防止事業を理解いただいた上で、 

 アンケート調査を実施し意向を確認 
 個別訪問・相談、意向聞き取り調査等を実施 

※ 近見地区は除く 
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他地区への対応  
 同様に約9ヶ月間、地区毎に 
 説明会等を実施 
 個別説明等を含めると計74回 
 の地元協議を実施 

個別対策の促進 
 熊本市宅地復旧支援事業(復興 
   基金)を活用した個別対策の促進 

要件適合 要件不適合 

地区毎に事業を実施したいかどうか意向を確認 

事業候補地区 意向確認 

写真1-1 住民説明会 写真1-2 住民説明会 

【事業候補地区の選定】 



２.事業候補地区の選定について 
議事(1) 事業地区の選定 

地区毎に地域住民の意向を確認 
約2,900戸各地区において、被害の状況や要因、宅地液状化防止事業の特性等を地域住民と約
１年間、説明会・勉強会を通して協議を重ね、地区毎に意見をとりまとめ事業の方向性を決定 

－ 主な断念理由 － 
▬ 地域コミュニティ崩壊の懸念 
▬ 地価への影響、風評被害の懸念 
▬ 工事による影響（圧密沈下等） 

大部分の地区が
事業を断念 

事業地区 その他地区 

 秋津町秋田地区（間島団地）60戸 

同意率約97％（平成30年3月28日時点） 
      ※ 対象：宅地所有権者及び借地権者 

【宅地】 
熊本市宅地復旧支援事業 
を活用し個別対策を図る 

【公共施設】 
単なる現況復旧に留まらず、
舗装厚、埋戻し材等を検討し

液状化防止を図る 

ソフト対策 
・地域版ハザードマップの作成 
・震災対処実動訓練の実施 
・熊本市宅地復旧支援事業の周知 
・液状化、耐震化等の個々の知識向上 
（地盤判定士を招いた勉強会の開催等） 

写真1-3 住民説明会 

写真1-4 
熊本市宅地復旧支援事業 出張相談会 5 

図1-1 位置図 

【事業地区の選定】 

S：FREE 

秋津町秋田地区 

熊本市宅地復旧支援事業 
（復興基金）を活用した個別対策の促進 



議事(1) 事業地区の選定 

図1-3 空中写真 
（出典：平成28年4月16日撮影 熊本市地図情報サービス） 

木山川 

S：FREE 
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木山川 

矢形川 

【秋津町秋田地区 位置図】 

秋津町秋田地区 

木山川 

S：FREE 

図1-2 位置図（拡大） 



議事(1) 事業地区の選定 

③ 

図1-4 位置図（詳細） 

S：FREE 

木山川 

写真1-5 ①宅地内亀裂 写真1-6 ②宅地地盤沈下 

写真1-7 ③堤防亀裂 写真1-8 ④まちの広場内亀裂 

写真1-9 ⑤道路波打ち 写真1-10 ⑥道路亀裂 

①② ③ 
④ 

⑤ ⑥ 
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【秋津町秋田地区 被害状況】 



木山川 

図1-7 昭和42年 地形図（出典：国土地理院） 図1-8 昭和50年 空中写真（出典：国土地理院） 

議事(1) 事業地区の選定 

図1-5 治水地形分類図（出典：国土地理院） 

後背湿地 

後背湿地 

氾濫平野 

旧河道 

盛土・埋立地 

盛土・埋立地 

段丘面 

図1-6 大正15年 地形図（出典：国土地理院） 
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【秋津町秋田地区 治水地形分類図・空中写真】 



議事(2) 実証実験施設の設置 
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議事(2) 実証実験施設の設置 

【実証実験平面図】 

図2-1 実証実験平面図 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 

S=1:125(A1),1:250(A3)平　面　図

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮　　尺
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平成 30年 1月

熊本市宅地液状化防止事業実証実験
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　　　動態観測凡例

　沈下杭（地表および基礎）

　層別沈下計

　地下水観測孔（As1）

　地下水観測孔（As2上）

　地下水観測孔（As2下）

　　　　　　　　　数　　量

　沈下杭（地表および基礎）　39点

　層別沈下計 L=19～21m　5箇所（各5深度）

Bor No.1-

Bor No.1-

1
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細粒分優勢
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　地下水観測孔（As1）L=6m　18本（敷地外3本）
　地下水観測孔（As2上）L=12m 7本

　地下水観測孔（As2下）L=17m 1本

　地下水観測孔（As2下）L=26m 1本

5,620
2,800

2
,
8
0
0

2
0
,
0
0
0

25,200

24,518

4,924

7,215

1
0
,
3
0
5

7
,
2
3
0

10,000

1,750

1,000
1,000

1,000
1,000

1,000
1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

3,000

3,000

5,179 5,179 5,179 5,179

5
,
7
3
3

2,387

3,000

仮用地境界



2017/
04/03 1.90

5.10

7.10

9.80

16.60

21.40

24.70

26.00

Ｎ 値
0 1020304050

Ａ－Ａ 断　面　図

T.P.+  7.87m ▽+7.87m

L=11.00m

４号30～20mm

RB-40L=11.00m

▽-4.87m

T.P.+ 10.00m

T.P.   0.0m

T.P.-10.00m

T.P.-20.00m

No.1
-1

ＴＰ=7.8
7m

Dep=
26.0

0m

25,000

2,800
3
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

5
,
1
9
0

1
,
0
0
0

3
,
9
9
0

2
0
0

A
s
1

A
c
1

A
s
1

A
s
2

A
c
2

A
s
2

1
,
2
0
0

単粒度砕石　　

発生土

水抜穴φ100　　

仮設鋼矢板

遮水鋼矢板
遮水鋼矢板 　　　　　　基礎砕石

議事(2) 実証実験施設の設置 

【実証実験断面図】 

図2-2 実証実験断面図（A-A’断面） 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 
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議事(2) 実証実験施設の設置 

【実証実験断面図】 

図2-3 実証実験断面図（B-B’断面） 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 
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議事(2) 実証実験施設の設置 

【実証実験流末断面図】 

図2-4 実証実験流末断面図 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 
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　　　動態観測凡例

　沈下杭（地表および基礎）

　層別沈下計

　地下水観測孔（As1）

　地下水観測孔（As2上）

　地下水観測孔（As2下）

  地下水観測孔

　　　　　　　　　数　　量

　沈下杭（地表および基礎）　39点

　層別沈下計 L=19～21m　5箇所（各5深度）

　地下水観測孔（As1）L=6m　18本（敷地外3本）

　地下水観測孔（As2上）L=12m 7本

　地下水観測孔（As2下）L=17m 1本

　地下水観測孔（As2下）L=26m 1本
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議事(2) 実証実験施設の設置 

【観測機器設置計画】 

図2-5 観測機器設置計画図（平面図） 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【観測機器設置計画】 

図2-6 観測機器設置計画図（断面図） 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【観測計画】 

表2-1 動態観測項目と観測機器 
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表2-2 動態観測項目と観測頻度 

※計測時の工種（矢板打設、掘削、資材搬入等）と位置、測定時間をあわせて記録 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【模擬家屋】 

図2-7 模擬家屋構造図 
17 
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※設計段階の図面であり現場とは多少異なる場合もございます 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （１）鋼矢板圧入 

写真2-1 鋼矢板近景 
18 

11ｍ 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （１）鋼矢板圧入 

25ｔクレーン 

自走式 
圧入機 

写真2-2 鋼矢板圧入状況 
19 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （１）鋼矢板圧入 

動画2-1 鋼矢板圧入状況 
20 

映像は委員会限り 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （２）集水設備設置 

写真2-3 掘削状況 
21 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （２）集水設備設置 

写真2-4 土質状況 
22 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （２）集水設備設置 

動画2-2 土質状況 
23 

映像は委員会限り 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （２）集水設備設置 

動画2-3 土質状況 
24 

映像は委員会限り 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （２）集水設備設置状況 

写真2-5 有孔管近景 
25 

水抜き孔 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （２）集水設備設置 

写真2-6 有孔管設置状況 
26 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （３）模擬家屋設置 

写真2-7 模擬家屋状況 
27 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【施工状況】 
 （４）計測器設置 

写真2-8 計測器設置状況 
28 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【実証実験施設の施工スケジュール】 
※3/26現在 

29 
図2-8 施工スケジュール 

内容 2月 3月 4月 

構造物撤去   

  

        

鋼矢板圧入   

  

        

集水設備設置     

  

      

模擬家屋設置       

  

    

計測器設置       

  

    

2/13現場着手 



議事(2) 実証実験施設の設置 

【動態観測スケジュール】 

30 
図2-9 動態観測スケジュール 

平成30年度 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

動態観測 

現場見学会 
5月中旬頃実施 

長尺切替 

動態観測 

＊観測結果、施工性等により実施を検討 

＊観測結果、施工性等により実施を検討 

動態観測開始 
4月中旬頃 


